
長崎県におけるMilk Bar風ベーカリー展開の
可能性

はじめに

近年、アメリカのニューヨークで創業したMilk Bar (ミルクバー)が、斬新なフレーバーと遊び心のある
ビジュアルで、世界中のスイーツ愛好家を魅了しています。その人気は日本にも波及し、東京をはじ
めとする都市部でMilk Bar風ベーカリーが続々とオープンしています。

このレポートでは、長崎県においてMilk Bar風ベーカリーを展開する可能性について、市場調査、競
合分析、顧客ニーズ分析などのリサーチ結果に基づき、詳細に検討していきます。

長崎県ベーカリー市場の現状

長崎県、特に長崎市は、歴史的にパン食文化が根付いており、多くのベーカリーが存在します。近年
では、全国チェーンの進出に加え、個性的な独立系ベーカリーも増加傾向にあります。 1長崎県民
にとって、パンは日常的な食生活に欠かせないものであり、朝食、昼食、おやつとして幅広く消費さ
れています。 2

長崎県ベーカリー市場は、全国チェーン、地元の老舗ベーカリー、新進気鋭の個性派ベーカリーな
ど、多様な店舗が競合しており、競争が激化しています。 3 また、食の安全・安心志向の高まり、健
康志向、個性的な商品へのニーズなど、顧客のニーズは多様化しています。 2一方で、東京などの
都市部発のトレンドに敏感で、新しいものに興味を示す層も一定数存在します。 4

競合分析

長崎県内には、Milk Barの直接的な競合となる店舗は現状存在しませんが、焼き菓子やデザートに
強みを持つベーカリー、カフェ、スイーツ専門店などが間接的な競合となります。

競合 商品 強み 弱み 価格帯 ターゲッ
ト層

オンライ
ンプレゼ
ンス

flour+wa
ter

純生食
パン、ク
ロワッサ
ン、パン
ケーキ

東京・中
目黒で
人気の
ベーカ
リーカ

Milk Bar
風商品
が少な
い

高め 20～40
代女性、
パンケー
キ愛好
家



競合 商品 強み 弱み 価格帯 ターゲッ
ト層

オンライ
ンプレゼ
ンス

フェ、お
しゃれな
雰囲気

Backere
i
nagasak
i元船石
窯パン
製造所

石窯パ
ン

素材にこ
だわった
パン、地
域密着
型

知名度
が低い、
商品ライ
ンナップ
が少な
い

中程度 地域住
民、パン
愛好家

パン工
房 蓮三

菓子パ
ン、惣菜
パン

地元で
人気の
老舗
ベーカ
リー、価
格が手
頃

商品ライ
ンナップ
が定番
中心、
Milk Bar
風商品
が少な
い

低め 幅広い
年齢層

小麦の
奴隷

カレーパ
ン

ザックザ
クカレー
パンなど
話題性
のある
商品、フ
ランチャ
イズ展開

カレーパ
ン以外
の商品
が少な
い、Milk
Bar風商
品が少
ない

中程度 若年層、
ファミ
リー層

公式アプ
リ14万ダ
ウンロー
ド突破 5

競合分析から得られる示唆

● 差別化の必要性:既存のベーカリーとの差別化を図るためには、Milk Barの特徴である斬新なフ
レーバー、遊び心のあるビジュアル、アメリカンテイストなどを効果的に取り入れる必要がありま
す。
○ 特に、長崎県産食材（柑橘類、抹茶、カステラなど）を使ったMilk Bar風オリジナル商品は、大き

な差別化要因となり得ます。
● 価格戦略:競合の価格帯を参考に、ターゲット顧客の購買力を考慮した価格設定が重要です。
● 顧客体験:おしゃれな雰囲気、丁寧な接客など、顧客体験の向上も競争力を高める上で重要で

す。
● オンラインプレゼンス:競合の中には、公式アプリで集客している店舗もあるため、オンライン戦略

も重要となります。



長崎県民のニーズと嗜好

長崎県民は、伝統的な和菓子文化の影響もあり、甘さ控えめで素材の味を活かしたスイーツを好む
傾向があります。 2 また、健康志向の高まりから、グルテンフリーやヴィーガンなどの選択肢も求めら
れています。

長崎県民のニーズ

● 新しさ:新しいもの、珍しいものに興味を示す層も一定数存在します。 4

● 地域性:地元の食材を使った商品や、長崎の文化を取り入れた商品への関心も高いです。
● 健康志向:健康を意識した、素材にこだわった商品へのニーズが高まっています。

長崎の食文化とトレンド

長崎は、鎖国時代に唯一西洋に開かれていた港町であり、古くから海外の文化を取り入れてきた歴
史があります。食文化においても、和食に加え、中華や洋食の影響も強く、多様な食文化が根付い
ています。

近年では、健康志向の高まりから、地元産の野菜や果物を使ったスイーツ、グルテンフリーやヴィー
ガンのスイーツなども人気を集めています。

Milk Bar風ベーカリー展開における機会
長崎県では、Milk Bar風ベーカリーは まだ珍しいため、新規性という点で大きな機会となります。ま
た、健康志向、個性的な商品へのニーズの高まりは、Milk Bar風ベーカリーと親和性が高く、長崎県
産食材を活用することで、地域性を打ち出した商品開発も可能です。

今後の展開戦略

1. ターゲット顧客

● Milk Barのコンセプトに共感する層 (若年層、トレンドに敏感な層、SNSアクティブ層など)
● 健康志向の強い層
● 地元の食材に関心のある層
● 旬の野菜を使った料理や、ふわふわのパンケーキなどを好む層 4

2.商品コンセプト

● Milk Barの要素 (遊び心、斬新さ、アメリカンテイスト) を取り入れつつ、長崎県民の嗜好 (甘さ控え
め、健康志向)に合わせた商品開発

● 長崎県産食材 (柑橘類、抹茶、カステラなど) を使用したMilk Bar風オリジナル商品の開発

3.店舗コンセプト

● Milk Bar風のカジュアルでポップな雰囲気 +長崎の地域性 (異国情緒、レトロな雰囲気など) を融



合

4.立地戦略

● 長崎市内の繁華街、ショッピングモール、観光スポット周辺

5. マーケティング戦略

● SNSを活用した情報発信
● 地域イベントへの出店
● 地域メディアとの連携

結論

長崎県におけるMilk Bar風ベーカリーの展開は、競合が多いなど課題もありますが、長崎の食文化
やトレンド、そして県民のニーズを踏まえると、十分に可能性があると 考えられます。

成功のためには、長崎県民のニーズを的確に捉え、Milk Barのコンセプトを 効果的にローカライズ
し、差別化を図ることが重要です。具体的には、リサーチ計画で挙げられている長崎の食文化・トレ
ンド調査を徹底し、地元の食文化への理解を深める必要があります。その上で、長崎県産食材を活
かした商品開発や、健康志向に対応したメニュー展開など、地域性を意識した戦略を策定していくこ
とが重要です。

詳細なリサーチ結果を踏まえ、具体的な事業計画を策定し、 長崎県民に愛されるMilk Bar風ベーカ
リーを目指しましょう。
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